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研究成果の概要（和文）：仏教論理学者ディグナーガ（5-6世紀）の『因明正理門論』は古代インドの論理学を
集大成したインド思想史上の画期的著作であり、漢訳され東アジアにも伝えられた。だが彼の論理学を後継者が
略述した『因明入正理論』に比べ、『因明正理門論』の東アジアにおける受容は順調に進んだとは言えず、その
解釈史にも不明な点が多い。本研究は、この典籍の東アジアにおける受容と解釈の歴史の一側面を、最新資料に
依拠した梵文原典の推定に基づく内容理解、古代中世の東アジアの学者達が残した同書への言及の網羅的蒐集、
最近再発見された日本古代の同書の註釈書の解読、江戸期に書かれた日本人学者達の註釈書の蒐集と整理を通じ
て、明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The 因明正理門論 (NMu) of 陳那 is one of the most important treatises in the
 history of Indian logic, and was transmitted to East Asia through its Chinese translation. However,
 in contrast to the 因明入正理論, the acceptance of the NMu in East Asia seems to have not been easy
 due to its difficulty. As a result, its interpretation history has yet to be sufficiently 
clarified. This research project tried to elucidate the history of the treatise's acceptance and 
interpretation in East Asia by 1) interpreting the Chinese translation of the NMu more exactly than 
hitherto possible by using newly-discovered Sanskrit material regarding 陳那’s later work to arrive
 at a better idea of its original Sanskrit form, 2) making a comprehensive collection of references 
by East Asian monks to this treatise, 3) examining a commentary on the treatise by a 9th century 
Japanese monk, and 4) collecting manuscripts of commentaries on the treatise written by Japanese 
monks in early modern Japan.

研究分野：印度哲学仏教学

キーワード： 因明正理門論　ディグナーガ　インド仏教論理学　因明 　過類　集量論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
5-6世紀のインドで活躍した仏教徒の著名な論理学者ディグナーガ（陳那）の『因明正理門論』という書物は、
インド哲学史上の画期的な著作であったが、7世紀に大翻訳家・玄奘三蔵の手で漢訳され、中国や日本の思想界
にも伝えられた。本研究は、いまだその詳細が殆ど解明されていない、この書物の東アジアにおける受容と解釈
の歴史を、最新資料に基づく同書の梵文原典の再構成や、日本古代の未だ知られざる註釈書の解読、そして江戸
期に書かれた日本人僧侶たちの註釈書の蒐集と整理を通じて解明し、世界の思想史とも深く繋がる東アジア仏教
史の興味深い一断面を社会に知らしめることを目的とする。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
仏教哲学者ディグナーガ（Dignāga 陳那, 5₋6世紀）の中期の著作 Nyāyamukhaは、初期
のインド仏教論理学を集大成した著作であるが、チベット訳は存在せず、またその梵文原典
は近年になるまでその存在すら知られていなかった。その漢訳『因明正理門論（本）』の近
代における文献学的研究は 1920 年代より宇井伯寿、G.トゥッチ等によって着手された。
1980年代になり、本研究の研究協力者の一人である桂紹隆博士は、『因明正理門論』と多く
の並行箇所を有する同じディグナーガの後期の著作『集量論』（Pramāṇasamuccaya, 梵文原
典は散逸）の梵文断片とチベット訳との詳細な比較検討に基づき、漢訳『因明正理門論（本）』
の優れた翻訳研究を公刊した。しかし、近年に新出のジネーンドラブッディ（Jinendrabuddhi, 
8世紀）の『集量論疏』梵文写本の研究が開始されるに及んで『因明正理門論』研究は新局
面を迎えた。桂博士は 2005-14年度に三度の『集量論疏』梵文写本校訂の科研プロジェクト
を実施し、同書の第 3・4章の校訂作業を通じてその内容を解明するとともに、『因明正理門
論』の前半部と関わりの深い『集量論』自体の第 3・4章の原文推定も行い、両章の偈頌の
還梵を公刊した。本研究の研究代表者である小野の研究グループも、上記プロジェクトの中
で同じく『因明正理門論』の後半部と関わりの深い『集量論疏』第 6章の校訂を開始し、同
時に『集量論』第 6章の原文推定作業を進め、同章の偈頌の還梵を公表した。こうして、漢
訳『因明正理門論』のインド思想史に則した理解を確立する道が開けたことにより、改めて
それを東アジアにおける『因明正理門論』の受容・解釈と対照させて、インド・東アジア両
文化圏の論理学・論理的思考の類似と異質を問い直すための資料的基盤が整ってきた。 
 
２．研究の目的 
上述の桂プロジェクトに次いで、小野は 2015-17年度に本研究の研究協力者の一人である
護山真也博士を研究代表者として実施された科研プロジェクト「インド仏教認識論・論理学
の東アジア世界における受容と展開－因明学の再評価を目指して」に加わり、上述の『集量
論疏』第 6章の研究に基づき、『因明正理門論』後半部の内容を梵文原典を想定しつつ再検
討する作業を開始した。この作業を完遂させて、近い将来に期待される『因明正理門論』梵
文写本（紙写本がラサに現存）の校訂研究のための基盤を提供することが本研究の第一の目
的である。また、『集量論』第 6章はディグナーガ以前の仏教論理学で盛んに論じられた「過
類」（jāti）という主題を扱っているため、同章に対する『集量論疏』はヴァスバンドゥ
（Vasubandhu世親、4-5世紀）の Vādavidhiをはじめ、『方便心論』『如実論』等の『因明正
理門論』に影響を与えた先行諸文献の内容を解明する手掛かりを豊富に含んでいる。本研究
は、Vādavidhi の梵文断片の正確な理解、『如実論』の再検討、『方便心論』と『如実論』の
関係の解明を通じて、『因明正理門論』の成立史を明らかにすることをも併せて意図する。 
他方で、『因明正理門論』は、東アジアの仏教論理学、すなわち因明の伝統に多大な影響
を与えたことが知られている。因明については、20 世紀初頭以来、中国・台湾で近代的研
究が開始されたが、近年欧米で研究の機運が高まり、わが国でも武邑尚邦博士の先駆的な仕
事を受けて、本研究の研究分担者である師・後藤・蜷川らが着実な成果を上げてきていた。
だが、玄奘の後継者・窺基の註を通じて中国・日本の因明学の根本典籍となった『因明入正
理論』には多くの註釈が現存し研究者にも注目されてきた一方で、もう一つの根本典籍『因
明正理門論』に関しては、その重要性にも関わらず内容の難解さ故に、従来その東アジアに
おける受容の様相は殆ど解明されてこなかった。しかし伝統的に『因明正理門論』に関心が
向けられなかったわけではなく、唐代の中国では多くの註釈が書かれたことが判明してい
る。それら唐代の註釈は殆ど残存していないが、その内容の一部を再構成しうる豊富な引用
が、日本の古代・中世の学僧の註釈書の中に見出される。これを利用して唐代『因明正理門
論』註釈を部分的に再構成し、その理解をインド仏教論理学の文脈と比較検討することで、
インドと東アジア双方の論理的思惟の類似と異質の一端を明らかにすることができる。本
研究の第二の目的は、この『因明正理門論』の東アジアの古代の註釈伝統の研究を進めるこ
とである。 
さらにまた、日本の近世に『因明正理門論』の研究伝統が復活したことが知られている。
ただしその歴史や思想内容は従来ほぼ未解明であり、写本の蒐集すら未だ組織的に試みら
れてはいない。本研究では、第三の目的として、従来既知の近世註釈の翻刻を部分的に試み
るとともに、宗派系大学の図書館や地方寺院の文献調査を通じて、近世註釈の写本の蒐集・
書誌学的研究に端緒をつけることである。 
 
３．研究の方法 
以上の研究目的を果たすために、本研究では研究者を以下の 4 つの研究班に組織して役
割分担を行い、研究を進めた。 
（１）『集量論』との比較研究および『因明正理門論』の成立史の研究（研究代表者・小野、
研究協力者・室屋、渡辺）：『因明正理門論』後半部を従来この班の構成員が取り組んできた
『集量論』第 6章の還梵と比較しながら再検討する作業を行う。『集量論』第 6章の還梵と



和訳を作成し、また『集量論疏』の和訳と訳註を完成させることによって、多くの並行箇所
を含む『因明正理門論』の理解を深め、同書に対する東アジアの諸註釈の研究の基盤とする。
また、桂博士とブレンダン・ギロン博士の『方便心論』英訳プロジェクトや、林鎮国博士と
ギロン博士の『如実論』英訳プロジェクト等の国際プロジェクトと連携しつつ世親の論理学
書や『如実論』『方便心論』の研究を更に進展させて、『因明正理門論』の成立史を解明する。 
（２）『因明正理門論』の唐時代の註釈断片の蒐集とその内容の解読研究（研究分担者・後
藤、蜷川）：主として我が国の善珠、蔵俊らの『因明入正理論』への註釈を用いる。その際、
両註釈および窺基註の写本を組織的に収集することも試み、蜷川の窺基・蔵俊のテクストデ
ータベース作成プロジェクトと連携しながら、両書のテクスト確定の礎とする。 
（３）『因明正理門論』に対する中国唐時代の註釈の研究（研究分担者・師、研究協力者・
護山）：師によって再発見された 9世紀日本の学僧・沙門宗の註釈の基礎研究を進め、そこ
に引用された円測と定賓の註釈の再構成と解釈を行う。さらに、『因明正理門論』への言及
も多い文軌の『因明入正理論疏』の文献学的、および思想内容の研究を進める。 
（４）『因明正理門論』に対する日本近世の註釈の写本蒐集と書誌学的研究（研究分担者・
稲見、研究協力者・護山、小林）：従来知られている近世日本の『因明正理門論』への註釈
書類を収集・電子化して、その内容の一部を詳細に検討する。また、これまで十分に調査さ
れてこなかった宗派系大学図書館所蔵の古写本、地方寺院所蔵の古写本の所在確認、および
重要なものの部分的翻刻と内容分析を行う。 
研究の遂行に当たっては、各々４つの研究グループで個別的に各々の課題に取り組んだ
他、毎年２回の定期的研究会を開催して相互に研究の成果を報告し、情報を共有しながら進
めた。また、海外の研究協力者（台湾国立政治大学・林鎮国教授、カナダ・マギル大学・ブ
レンダン・ギロン教授、オーストリア学士院・室屋安孝博士、渡辺俊和博士）を招聘して国
際ワークショップを開催して議論を深めた。 
年度毎の研究集会・ワークショップ等の開催状況は以下のとおりである。 

 
2018年度 
2018年 4月 26-28日 International workshop「《論軌》與《如實論》「誤難」研究工作坊」（台

湾国立政治大学）参加。招待講演（小野、室屋） 
2018年 5月 19日 第 1回（キックオフ）研究集会（筑波大学） 
2019年 1月 27日 第 2回研究集会「日本近世の『正理門論』注釈書の再評価」（龍谷大学）；

龍谷大学図書館での資料調査 
2019 年 3 月 19-21 日 International Workshop “The research sessions on the sixth chapter of 

Jinendrabuddhiʼs Pramāṇasamuccayaṭīkā and the jāti section of the 
Nyāyamukha”（筑波大学）主催 

2019 年 3 月 26-27 日 International Workshop “The research sessions on the Śāntarakṣitaʼs 
Vādanyāyaṭīkā”（筑波大学）主催 

2019年3月28-29日 International Workshop “The comparative reading between the second chapter 
of the Rushi lun and the jāti section of the Vādavidhi”（筑波大学）主催 

2019年度 
2019 年 6月 28 日‐7月 1日 International workshop “Prajñākaragupta and Yamāri on Problems of 

General Validity” (Leipzig University) 参加。招待講演（小野、稲見、護
山、小林） 

2019 年 7月 8日‐8月 6日 Research sessions “The sixth chapter of Jinendrabuddhi’s Pramāṇa-
samuccayaṭīkā and the jāti section of the Nyāyamukha” (Vienna, Austrian 
Academy of Sciences) 共催 

2019 年 7 月 9 日‐8 月 7 日 Research sessions “Śāntarakṣita’s Vādanyāyaṭīkā” (Vienna, Austrian 
Academy of Sciences) 共催 

2019年 9月 9日 第 3回研究集会「各班研究報告 ①九州国立博物館所蔵の文軌『因明入
正理論疏』について ②Pramāṇasamuccayavṛtti第 6章の梵文再建につい
て、他（龍谷大学） 

2020年 2月 3-5日 第 4回研究集会、ならびに写本調査「大分県中津市近郊の浄土真宗寺院
所蔵の『因明正理門論』の近世註釈の写本の調査」（大分県中津市） 

2020年 3月 19-21日 Workshop “The research sessions on the sixth chapter ofd Jinendra-buddhiʼs 
Pramāṇasamuccayaṭīkā and the jāti section of the Nyāyamukha” （筑波大
学）主催 

2020年度 
2020年 9月 19日 第５回研究集会「各班の研究報告 ①Pramāṇasamuccayavṛtti第 6章の再

建と『因明正理門論本』 ②沙門宗註の可得相似の項に現れた円測と定



賓の解釈の相違 － 師論文の解釈の検討 － ③善珠『明燈抄』・蔵俊『大
疏抄』データベースについて ④江戸時代の浄土真宗学僧の『正理門論』
研究について」（筑波大学 オンライン開催） 

2021年 3月 11日 第 6 回研究集会「各班の研究状況報告と本年度日本印度学仏教学会学
術大会におけるパネル発表について」（筑波大学 オンライン開催） 

2021年度 
2021年 9月 日本印度学仏教学会第 72回学術大会（大谷大学 オンライン開催）パネ

ル発表 C「漢訳『因明正理門論』研究の現在」にて、4年間のプロジェ
クトの成果の概要を発表（小野、稲見、渡辺、後藤、護山） 

2022年 1月 8-9日 International Workshop “Reading Dharmapāla and Bhāviveka”（台湾 国立
政治大学 オンライン開催）参加。研究発表（小野、護山、渡辺）  

2022年 3月 24日 第 7回（最終）研究集会「４年間の研究の総括と今後の展望」（筑波大
学 オンライン開催） 

 
４．研究成果 
 上記のように最初の 2か年は海外の研究者の招へいによる国際ワークショップの開催や、
海外の学会やワークショップでの研究発表、さらに国内の写本調査旅行を活発に行い、順調
に研究が進展した。2019 年度末からはコロナ禍の影響により国際ワークショップ等の対面
開催が不可能になり、また調査旅行も難しくなったが、年 2回の研究集会をオンラインで継
続し、また各研究者が各自オンラインによる国際ワークショップに参加したり論文や研究
書を公刊することで、以下のような研究成果を得ることができた。また最終年度には日本印
度学仏教学会学術大会（オンライン開催）で本プロジェクトの成果報告を目的としたパネル
発表を企画し、各班の代表者が各々の成果の概要を発表した。 
 
各班毎の研究成果の概要 
（１）小野班（小野、室屋、渡辺） 
『集量論』第 6章に対する梵文『集量論疏』の校訂研究を終えるとともに、『集量論』第

4章に対する梵文『集量論疏』の校訂の出版準備をも完了した。それらの成果は二巻の校訂
本として順次、一両年中に出版の予定である。併せて『因明正理門論』後半部との多数の並
行箇所を含む『集量論』の上述の 2章の梵文再建の暫定版を作成した。これらは上記校訂本
の出版と同時にオーストリア科学アカデミーの Web サイトにオンライン公表の予定である。
『集量論』第 4・6章の還元梵文には『因明正理門論』後半部との並行箇所を詳細に註記し
たが、この成果は近い将来に期待される『因明正理門論』梵文写本の校訂研究の一助となろ
う。当該写本には比較的大きな焼損部分があるとされ、漢訳や関連文献との比較検討が重要
となる。他方、『因明正理門論』の成立史の解明に関しては、同書に最大の影響を与えたと
されるヴァスバンドゥの Vādavidhi の断片の英訳を試みると共に、『如実論』の書き下しと
現代語訳の作成をほぼ終了した。また、『因明正理門論』が体系化した「過類」の概念の後
代への影響を探る手始めとしてインド仏教中観派における「過類」の取り扱いを検討した。 
（２）後藤班（後藤、蜷川） 
『因明入正理論』に対する大部の二つの註釈、善珠の『因明入正理論疏明燈鈔』および蔵
俊の『因明大疏抄』のデータベース化の準備を進め、それらに現れる引用を中心に『因明正
理門論』への言及箇所および『因明正理門論』の註釈書の断片の蒐集にあたった。近日中に
引用文のデータベースをしかるべきWebサイトにて公開の予定である。 
（３）師班（師、護山） 
唐時代の『因明正理門論』研究の状況を明らかにする最重要資料と目される沙門宗の『因
明正理門論疏』の解読研究に携わり、特に「可得相似」と「至非至相似」の二概念に関する
註釈箇所の解読を行った。その際、沙門宗の引用する円測・定賓・文軌などの諸註釈の特徴
に注目し、沙門宗がそれらの諸註釈に依拠するあり方を分析した。他方、『因明正理門論』
を理解する上でも重要な文軌『因明入正理論疏』巻一の九州国立博物館所蔵写本を調査して
写真撮影を行い、同写本が従来のテキストを修正しうる重要な資料であることを確認した。 
（４）稲見班（稲見、護山、小林） 
従来公刊されている寶雲疏をはじめとする幾つかの近世の因明文献を取り上げてその内
容の一部を精査した。また龍谷大学図書館と大谷大学図書館所蔵の近世因明文献の稀覯本
を調査して栄性『因明正理門論註釋』他三点の註釈書の所在を確認し、近世初期の浄土真宗
系の学者による『因明正理門論』研究の再興の様子を明らかにする手掛かりを得た。さらに



近世の因明研究に重要な役割を果たした九州豊前地区の浄土真宗寺院二か所を調査し、従
来報告されていない貴重な資料群を発見した。それらのうち月珠・大年・円澄等の註釈を個
別事例に関して検討し、彼らと寶雲の解釈の異同を明らかにすることで近世北部九州の真
宗僧侶たちの『因明正理門論』研究の状況を解明する端緒をつけた。 
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